
平成２９年１０月２５日（水） 新紺屋小学校だより （全国学力学習状況調査 調査結果）

本校の学力学習状況調査の結果をお知らせします
本年度の全国学力・学習状況調査は，４月１８日（火）に全国の小中学校で実施されました。本校でも当

日，６年生２７名が参加しました。この調査は，本校の児童の学力や学習状況を把握・分析し，各教科にお
ける課題や生活状況の実態などを明らかにすることにより，今後の指導内容や指導方法の改善に役立てるこ
とを目的としています。

今年度の結果について，県教委及び市教委による説明会をもとに，分析を行いました。この結果の概要を
保護者の皆様にお知らせいたします。なお，調査に参加した６年生一人ひとりには，個別懇談等を利用して
個人票をもとに，具体的な課題等について説明していく予定です。よろしくお願いいたします。

〈調査内容〉
○ 教科に関する調査（国語・算数）

◇主として「知識」に関する問題（Ａ問題）
・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容
・実生活に不可欠であり，常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能

◇主として「活用」に関する問題（Ｂ問題）
○ 生活習慣や意識等に関する調査

〈分析結果の概要〉
１ 本校の状況（全国との比較）

平均正答率で見た本校の結果は，国語Ａ・Ｂ，算数Ａ・Ｂともに全国平均を上回っています。また，国
語・算数とも「知識」に関するＡ問題より，「活用」に関するＢ問題の方に苦手意識が見られました。こ
れは全国と同じ傾向です。

２ 教科にかかわる課題とその改善に向けての取り組み
【 国 語 】

① 本校の課題
正答率は概ね全国を上回っています。ただ，「知識」に関するＡ問題では手紙の構成と後付け，漢字

の書き取りにおいて，正答率が低い設問も見られました。「活用」に関するＢ問題では意図を捉えるこ
と，目的や意図に合わせて内容を整理すること，理由を明確にし自分の考えをまとめることに課題が見
られます。

② 改善に向けての取り組み
○ 漢字の書き取り等、基礎的な言語事項について

・漢字練習，漢字の構成，漢字辞典の活用，同訓異字などの学習を繰り返し行います。また，日常生
活の中で，ノートや連絡帳等に文や文章を書く際に漢字を正しく使うように指導していきます。

○「手紙の構成を理解し，後付けを書くこと」については
・基本的な構成に基づいて手紙を書くように指導します。また，ボールペンや筆ペンなど様々な筆記

具や便せんや封筒などの用材の特徴を生かし，丁寧に手紙を書くことができるように指導していき
ます。さらに，具体的に手紙を書く場面を設定し，ファクシミリや電子データの書き方も含めて指
導していきます。

○「目的や意図に応じ，引用して書くこと」について
・目的意識をもたせ引用の必要性や効果を実感できるように指導します。また，他教科の学習や生活

場面においても情報をもとに説得する場面や説明する活動を意図的に設定し，指導します。
○「目的や意図に応じ必要な内容を整理して書くこと」について

・国語科だけではなく他教科において新聞やリーフレットなどの文章の種類や特徴を踏まえ，書く内
容や分量を考えながら目的や意図に応じて簡単に書くという活動を設定し，指導していきます。

○「自分の考えを広げたり深めたりするための発言の意図を捉えること」について
・物語を読んで感想を伝え合い，他者の考えの共通点や相違点を明確にさせることにより，自分の考

えを広げたり深めたりできるよう指導していきます。
○「物語を読み具体的な叙述をもとに理由を明確にして自分の考えをまとめること」について

・色や情景などの描写から受けるイメージを交流させたり，物語全体を見通すことができるような学
習シートを用いながら理由を明確にさせて自分の考えをまとめられるように指導します。

【 算 数 】
① 本校の課題

正答率は概ね全国を上回っています。ただ，一部，正答率が低い設問も見られました。特に「活用」
に関するＢ問題のうち，「数量関係」領域が全国と同様に苦手意識が見られます。

② 改善に向けての取り組み
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○「加法と乗法の混合した整数と小数の計算をすること」について
・具体的な場面と関連させながら，計算の順序のきまりについて指導していきます。

○「未知の数量を表す□を用いて，問題場面を除数の式にあらわすこと」について
・場面を的確に捉えることができるように，図を用いたり□に具体的な数値を当てはめたりする活動

を取り入れ、未知の数量を表す□などの記号を用いて立式できるよう指導します。
○「問題に示された２つの数量の関係を一般化して捉え，そのきまりを記述できること」について

・見いだすことができる数量の関係について，互いに自分の考えを表現し伝え合う活動を設定します。
○「料金の差を求めるために，示された資料から必要な数値を選び，その求め方と答え方を記述できる

こと」について
・複数の情報を適切に整理して問題解決のために必要な情報を選択し，数学的に処理する活動を設定

します。
○「直線の数とその間の数の関係に着目して，示された方法を問題場面に適用すること」について

・言葉や数，式，図などと対応させながら解釈する活動を設定します。
○「仮の平均を用いた考えを解釈し，示された数値を基準とした場合の平均の求め方を記述できること」

について
・平均がおよそどのくらいになるかを見積もったり，能率的に処理するために工夫して計算したりす

る活動を設定します。
○「示された式の中で数の意味を表と関連付けながら正しく解釈し，それを記述できること」について

・分類整理した資料を目的に応じて二次元表に作り直す活動を設定します。
○「割合を比較するという目的に適したグラフを選ぶこと」について

・問題を解決するために，目的にあった適切な表やグラフを選択し読み取ったり，グラフどうしを関
連付けて解釈したりするなど，目的に応じて表やグラフを活用できるよう指導します。

○「身近なものに置き換えた基準量と割合をもとに，比較量を判断し，その判断の理由を記述すること」
について

・日常生活の中で，算数で学習したことを活用して数理的に処理し合理的に判断する場面を設定しま
す。

３ 児童質問紙調査の本校の結果について
（１）児童質問紙調査用紙から見られる本校の傾向
〔生活習慣，自尊感情，規範意識，社会に対する関心，家庭における学習以外の過ごし方〕
□起きる時刻・寝る時刻については，概ね全国・県と同じ傾向を示しています。
○「ものごとを最後までやり遂げて，うれしかったことがある」は全国より肯定的回答が多くなっていま

す。
□「いじめはどんな理由でもいけない」「学校のきまりを守る」と考える児童は、全国・県と同じ傾向を
示しています。

○「地域や社会で起こっている問題や出来事への関心」「地域社会などでのボランティア活動への参加」
については肯定的に答えている児童の割合は全国・県より高いです。また，新聞やニュースを見る児童
の割合も全国・県と比べて高く示しています。

○「テレビ・ビデオ・ＤＶＤの視聴時間」は全国と比べ、３時間未満の児童の割合は多いです。また，テ
レビゲーム（コンピュータゲーム，携帯式ゲーム，携帯・スマートフォンでのゲーム）の利用時間（１
日３時間未満の者の割合）」は全国と比べて高く，良い傾向です。さらに，「携帯電話・スマートフォ
ンでの通話・メール・インターネットの時間」の３０分未満の割合も全国・県と比べ高く，良い傾向を
示しています。携帯電話やスマートフォンを持っていない児童の割合は国・県とほぼ同じです。

〔学習態度，学習に対する意識，放課後・休日の学習状況〕
○「授業で学んだことをほかの学習や普段の生活に生かしている」は県・国より高い傾向でです。
□「友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意」は概ね県・国と同じ傾向ですが，「当てはま

らない」がやや多いのが気になります。
□「友達の話や意見を最後まで聞く」「友達の考えを受け止め自分の考えを持つ」は「当てはまる」が県

・全国より高い傾向を示していますが，「当てはまらない」「どちらかといえば当てはまらない」と答
える割合も国より若干高く，二極化を示しています。

○めあて・振り返りの活動をよく行っていたと考える児童の割合は県・全国よりも高く示しています。
○国語の学習について、好き・大切・内容がよく分かると感じている児童の割合は高い傾向にあります。

また，算数においても同様です。
○「４００字詰めの原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しい」「自分の考えを他の人に説
明したり文章に書いたりすることは難しい」と考えている児童の割合は全国・県と比べ低いです。

○平日の学校の授業時間以外の学習時間は１時間以上３時間未満の割合が高い傾向があります。また，休
日の学習時間も１時間以上３時間未満の割合が高くなっています。

○ほとんどの児童が１日１０分以上読書しています。また，図書館（学校・地域）の利用も高い傾向にあ
ります。

○放課後及び土曜日の午前・午後の過ごし方について，「家で勉強・読書している」割合が高い傾向にあ
ります。

○家庭で宿題・予習・復習をしている割合は全国・県より高いです。

〔今回の調査における態度・意欲〕
△国語Ｂ・算数Ｂにおいて、調査問題の解答時間が足りないと答えている児童が多くいました。

（２）改善のための方策
○学校及び家庭での学習習慣が形成されるよう，家庭学習シート・自主学習ノートの取り組みを今後も家

庭と連携しながら定着させていきます。
○テレビ・ビデオ・ＤＶＤ，テレビゲーム，スマホ等の使用について，家庭と連携を図るとともに，家庭
（親子）でルールを決めるよう啓発していきます。

○全校体制で授業改善を進め，「見通し」と「振り返り」を意識した授業づくりを進めていきます。


